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　６月定例会を７日に開催しました。

　町長・教育長報告に対して質疑を行い、一般質問では３人が登壇し、

町政を問いました。

　平成28年度補正予算等、報告４件、議案４件を審議し、いずれも原

案どおり賛成多数で可決し、閉会しました。

焼却場 は順調か？
濵中町長

注意看板を
設置する

町 長 報 告

◦３月15日　のれんプロジェクトの授与式が開催されま
した。
◦３月19日　瀬戸内国際芸術祭2016の開幕を前に、本村
地区でクリーン活動を行いました。
◦３月20日　瀬戸内国際芸術祭2016の開幕に併せ、海の
駅でつつじ太鼓の演奏やグッズの配布を行い、観光客
を迎えました。直島ホールでは女文楽の上演や三味線
の演奏が行われました。
◦３月22日　福祉有償運送運営協議会を開催しました。
◦３月24日　三菱マテリアル㈱直島製錬所有隣寮の竣工
式に出席しました。
◦３月29日　瀬戸・高松広域連携中枢都市圏推進委員会
が開催されました。
◦３月30日　クリーンセンター落成式を執り行いました。
◦４月７日　香川県との意見交換会に天雲副知事他が来
庁されました。

（主なもの）

◦４月９日　安藤忠雄名誉町民他を招いて、桜の迷宮記
念植樹式をダム公園で行いました。
◦４月12日　三菱マテリアル㈱直島製錬所第２金銀滓セ
ンターの竣工式に出席しました。
◦４月20日　中国電力㈱岡山電力所から、今後の送電線
整備計画の説明を受けました。
◦４月29日～５月５日　うぃ・らぶ・なおしまによるエ
コＴシャツ展が開催され、89点の作品が展示されました。
◦５月７日　島の緑を守る会春季整備作業が行われまし
た。
◦５月20日　三菱マテリアル㈱直島製錬所弓道場の竣工
式に出席しました。
◦５月25日　香川地域継続首長会議・香川県市町長会議
が開催されました。
◦５月28日　幼小中合同運動会・町民体育祭が開催され
ました。

のれん授与式

本村地区クリーン活動
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原教育長

焼却場 は順調か？節目の
意識が大切

教育長報告

直
島
ホ
ー
ル�

�

町
民
の
感
想
は

Q
（
井
下
）
音
響

に
つ
い
て
、
三

味
線
の
演
奏
は
マ
イ
ク

な
し
で
行
っ
た
が
、
来

場
者
の
感
想
は
。

A
（
町
長
）
客
席

で
聞
い
て
い
た

が
違
和
感
は
な
く
、
観

客
か
ら
も
良
か
っ
た
と

の
話
を
聞
い
た
。

主
な
質
疑

協
議
会
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
福
祉
有
償

運
送
運
営
協
議
会
の

内
容
は
。

A
（
町
長
）
こ
れ
は
障

害
者
や
介
護
の
必
要

な
人
を
有
料
で
運
ぶ
サ
ー
ビ

ス
の
こ
と
で
、
介
護
の
必
要

な
人
や
運
転
者
も
追
加
が

あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
会
の

承
認
が
必
要
だ
。

施
設
の
状
況
は

Q
（
西
岡
）
焼
却
場
は

ト
ラ
ブ
ル
な
く
稼
働

し
て
い
る
か
。

A
（
環
境
水
道
課
長
）

順
調
に
稼
働
し
て
い

る
。事

故
防
止
へ
の
対
策
は

Q
（
井
下
）
観
光
客
が

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
、

事
故
が
多
発
し
て
お
り
対
策

が
必
要
と
要
望
し
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
。

A
（
町
長
）
県
と
も
協

議
し
て
、
注
意
看
板

を
２
カ
所
設
置
す
る
。

工
事
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
中
国
電
力

の
送
電
線
整
備
計
画

の
内
容
は
。

A
（
町
長
）
極
力
、
停

電
は
せ
ず
、
町
民
に

影
響
が
な
い
よ
う
に
工
事
を

す
る
と
の
こ
と
だ
。
何
ら
か

の
影
響
が
あ
る
場
合
に
は
事

前
に
周
知
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
い
。

◦４月27日　幼小中連絡会が幼児学園で開催され、28年
度学校・園の経営の充実など、県町教委の示達・連絡
を行いました。
◦５月17日　岡山県公立高校訪問を行いました。本年度
は３年ぶりに興陽高校に進学者がいました。
◦５月17日・21日　中学生・高校生海外研修事業の応募
者４人の面接試験を役場会議室で行い、厳正な審査の
結果、全員を合格としました。
◦５月25日　県明るい選挙推進協議会が県庁で開催され
ました。選挙権年齢の引き下げに伴う啓発活動の充実
が重点課題の一つでした。
◦５月28日　町民体育祭・幼小中合同運動会が開催され、多
くの参加者や観覧者により充実した体育祭となりました。

◦５月31日　香川大学に４月から新設された教職大学院

から齋藤嘉則准教授が挨拶等のため来庁され、大学院

の概要について説明を聞きました。

◦５月31日　中学生・高校生海外研修事業の第１回事前

研修会を役場会議室で開催し、参加生徒４人と保護者

が出席し、質疑応答を行いました。

（主なもの）

息ぴったりの津軽三味線

「とったぞー」
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（教育長報告のつづき）

幼小中にいじめはないか
節
目
の
意
識
が
大
切

Q
（
丸
山
）
10
余
年
を

見
通
し
た
継
続
性
・

系
統
性
あ
る
教
育
と
幼
小
中

の
独
自
性
を
生
か
し
た
教
育

の
推
進
と
は
。

　

卒
業
式
で
の
「
蛍
の
光
」

な
ど
の
復
活
は
で
き
な
い
か
。

A
（
教
育
長
）
直
島
の

子
ど
も
た
ち
は
幼
小

中
と
集
団
が
変
わ
ら
な
い
良

さ
も
あ
る
が
、
幼
小
中
と
上

が
っ
て
い
く
節
目
に
は
新
し

い
社
会
を
体
験
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
節
目
を
大
事
に

し
て
、
新
し
い
目
標
に
挑
戦

し
て
い
く
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

卒
業
式
に
「
仰
げ
ば
尊

し
」
を
歌
っ
て
い
る
学
校
も

あ
り
、
個
人
的
に
は
共
感
す

る
。
儀
式
は
学
校
が
決
め
る

も
の
な
の
で
、
投
げ
か
け
て

み
た
い
。

あ
い
さ
つ
と
い
じ
め
防
止

Q
（
井
下
）
す
す
ん
で

気
持
ち
の
良
い
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も
の
育

主
な
質
疑

成
と
い
じ
め
防
止
は
関
連
し

た
も
の
だ
と
思
う
が
、
保
護

者
へ
の
啓
発
は
し
た
か
。
幼

小
中
に
い
じ
め
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

A
（
教
育
長
）
保
護
者

へ
の
啓
発
は
学
校
が

発
信
し
て
く
れ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
も
本
人
が
い
じ
め
と

感
じ
た
も
の
は
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
。
深
刻
な
も
の
は
な
い

と
思
う
が
、
全
く
な
い
と
は

言
え
な
い
。

中
高
生
海
外
研
修
の
選
考
は

Q
（
石
川
）
一
度
海
外

研
修
に
参
加
し
た
生

徒
で
も
再
度
応
募
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
応
募
者
が
１

人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
選
考

基
準
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者

は
不
合
格
と
す
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
複
数
回

の
応
募
は
可
と
す
る

が
、定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

説
明
し
て
新
規
の
生
徒
を
優

先
す
る
。
定
員
に
達
し
て
い

な
い
場
合
で
も
き
ち
ん
と
選

考
は
行
う
。
現
実
に
は
な
い

と
思
う
が
、
選
考
基
準
に
達

し
な
い
場
合
に
は
合
格
者
な

し
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。

高
校
生
へ
の
啓
発
は

Q
（
小
野
）
参
議
院
選

挙
で
は
、
選
挙
権
年

齢
が
引
き
下
げ
と
な
る
が
、

模
擬
投
票
な
ど
18
歳
に
達
し

て
い
る
高
校
生
に
対
し
て
啓

発
活
動
を
考
え
て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
教
委
単

独
で
は
考
え
て
い
な

い
。
必
要
と
判
断
し
た
と
き

は
考
え
る
が
、
選
管
の
活
動

等
の
経
過
を
み
た
い
。

大
学
院
教
育
に
生
か
す

Q
（
小
林
）
香
川
大
学

大
学
院
か
ら
准
教
授

が
来
ら
れ
、
直
島
の
英
語
教

育
か
ら
学
ん
で
今
後
の
大
学

院
教
育
に
生
か
し
た
い
と
あ

る
が
、英
語
教
育
が
中
心
か
、

幼
小
中
一
貫
教
育
も
含
め
て

の
も
の
か
。

A
（
教
育
長
）
現
時
点

で
は
直
島
で
の
英
語

教
育
に
特
化
し
た
も
の
だ
。

海
外
研
修
に
生
徒
の
不
安
は

Q
（
浜
口
）
中
高
生
海

外
研
修
事
業
の
第
１

回
事
前
研
修
会
に
は
、生
徒
、

保
護
者
は
期
待
と
不
安
を

も
っ
て
参
加
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
質
疑
が
あ
っ
た
か
。

A
（
教
育
長
）
イ
ギ
リ

ス
で
世
話
を
し
て
く

れ
る
方
は
直
島
に
住
ん
で
い

た
人
で
、
万
全
の
準
備
を
し

て
く
れ
て
い
る
。
現
時
点
で

は
大
き
な
不
安
は
な
い
よ
う

だ
。
準
備
物
、
お
土
産
、
両

替
の
こ
と
な
ど
の
質
問
が

あ
っ
た
。

18歳になったら選挙に行こう

イギリスへ行ってきます
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現
在
、
漁
業
関
係
の
ブ
イ

な
ど
を
、
県
の
産
廃
処
理
場

で
処
理
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
来
年
３
月
で
事
業

が
終
わ
り
ま
す
。

　

減
容
機
で
10
分
の
１
程

度
に
圧
縮
処
理
し
て
、
売
却

す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計

　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
５
６
０
万
円
を
追
加
し
、

37
億
７
１
２
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

◎
歳
入

◦
県
支
出
金

�

１
８
０
万
円
追
加

◦
繰
越
金

�

３
８
０
万
円
追
加

◎
歳
出

◦
総
務
管
理
費
（
見
舞
金
）

�

１
０
０
万
円
追
加

◦
水
産
業
振
興
費

�

４
６
０
万
円
追
加

備品購入平成28年度予算補正

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

地
方
税
法
に
基
づ
き
固
定
資
産

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す

る
不
服
を
審
査
決
定
す
る
た
め
設

置
さ
れ
た
委
員
会
で
、
委
員
と
し

て
大
林
清
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
28
年
７
月

１
日
か
ら
３
年
間

大林 清 氏

委
員
さ
ん�

よ
ろ
し
く
　
　

�
お
願
い
し
ま
す

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
減
容
機

�

を
買
い
ま
す

医療費無料が18歳までになるよ

発泡スチロール減容機「スチロス ブイ」

１㎥が0.1㎥に

条　例

　

現
在
の
子
ど
も
医
療
費

は
15
歳
ま
で
が
無
料
対
象

だ
が
、
こ
れ
を
18
歳
ま
で

に
変
更
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
医

療
費
を
負
担
し
た
保
護
者

も
し
く
は
扶
養
者
、
ま
た

は
医
療
費
を
負
担
し
た
本

人
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
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総 務・文 教

　５月 18 日・19 日の両日、 合同常任委員会を開催し、各課
からの現状・事業等の報告を受 け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

初の海外研修へ

松島 委員長

瀬戸芸オープニングでの女文楽「春の祝舞」

〔
総
務
課
〕

○�

４
月
１
日　

新
規
採
用
職

員
の
紹
介
式
が
あ
っ
た
。

　

�　

医
師
２
人
が
交
替
し

た
。
ま
た
、
一
般
行
政
職

２
人
、
看
護
師
１
人
の
採

用
が
あ
っ
た
。

高
圧
送
電
線
整
備
計
画

○�
平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度

に
わ
た
っ
て
空
中
２
回
線

化
を
行
う（
玉
野
直
島
間
）

Q
　

海
底
ケ
ー
ブ
ル
の

補
修
後
、
空
中
２
回

線
化
実
施
の
理
解
で
良
い
か
。

A
　

海
底
は
ア
ン

カ
ー
事
故
な
ど
が
あ

る
の
で
空
中
化
工
事
後
海
底

ケ
ー
ブ
ル
は
撤
去
す
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
交
換

○�

５
月
18
日
か
ら
開
始
、
約

１
カ
月
間
で
完
了
の
予�

定
。

Q
　

旧
型
端
末
は
全
世

帯
に
配
布
済
み
か
。

A
　

一
部
、
高
齢
者
の

方
に
受
取
り
拒
否
も

あ
っ
た
が
全
部
完
了
し
て
い

る
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

○�

３
月
20
日
～
４
月
17
日

・�

春
会
期
が
開
催
さ
れ
６
万

１
０
９
７
人
が
来
島
し�

た
。

・�「
春
の
祝
舞
」
が
女
文
楽

と
津
軽
三
味
線
で
上
演
さ

れ
た
。
そ
の
他
「
直
島
建

築
展
」「
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
」
な
ど
が
開
催
さ

れ
好
評
を
博
し
た
。

○�
４
月
29
日
～
５
月
８
日　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
対

策
を
行
っ
た
。
５
万
５
０

８
人
の
来
島
が
あ
っ
た
。

〔
教
育
委
員
会
〕

中
高
生
海
外
研
修

○�

８
月
16
日
～
同
26
日
の
日

程
で
イ
ギ
リ
ス
へ
研
修
に

行
く
。

　

�　

中
学
３
年
生
か
ら
高
校

３
年
生
ま
で
各
１
人
ず�

つ
の
４
人
の
参
加
で
、
男

女
２
人
ず
つ
と
な
っ
た
。

極
楽
寺
本
堂
修
理

○�

本
堂
屋
根
シ
ロ
ア
リ
被
害

に
よ
っ
て
修
理
の
協
議
を

行
っ
た
。

Q
　

檀
家
さ
ん
と
の
協

議
で
何
か
も
め
な

か
っ
た
か
。

A
　

も
め
ご
と
は
な

か
っ
た
が
、
ア
ド
バ

イ
ス
は
し
た
。

ゴールデンウィークの混雑対策
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経 済・民 生

　５月 18 日・19 日の両日、 合同常任委員会を開催し、各課
からの現状・事業等の報告を受 け、議論を交わしました。
　主なもののみ報告します。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
診
療
実
績

�

（
平
成
27
年
度
）

①
外
来
患
者

　

内
科　

１
万
１
４
４
９
人

　

外
科　
　
　

３
３
５
０
人

　

小
児
科　
　

１
３
７
７
人

②
入
院
患
者　

２
４
２
４
人

③
時
間
外
救
急
患
者

　
　
　
　
　
　
　

５
３
５
人

④
病
床
稼
働
率　

34
・
９
％

○�

新
規
に
開
設
し
た
泌
尿
器

科
専
門
外
来
に
は
、
４
月

に
９
人
の
受
診
者
が
あ
っ

た
。

イノシシ駆除の規模は

石川 委員長

〔
建
設
経
済
課
〕

幼
稚
園
児
が
放
流

○�

４
月
14
日　

タ
ケ
ノ
コ
メ

バ
ル
の
稚
魚
５
０
０
０
匹

を
、
幼
稚
園
園
児
が
つ
り

公
園
で
放
流
し
た
。

釣
堀
、
定
食
を
開
始

○�

５
月
１
日　

つ
り
公
園
で

「
鯛
の
釣
堀
」
と
10
月
ま

で
の
土
・
日
・
祝
日
に
「
鯛

の
お
刺
身
定
食
」
の
営
業

を
始
め
た
。

施
設
の
配
置
を
変
更

○�

直
島
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

工
事
は
、
施
設
の
配
置
計

画
が
ト
イ
レ
は
南
側
か
ら

北
側
に
、駐
輪
場
は
北
側
か

ら
南
側
に
変
更
と
な
っ
た
。

イ
ノ
シ
シ
７
月
に
駆
除

Q
　

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除

は
ど
の
程
度
の
規
模

で
行
う
の
か
。

A
　

人
数
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
箱
罠
10

基
程
度
、
括
り
罠
は
30
～
60

基
程
度
仕
掛
け
て
、
７
月
初

旬
頃
に
１
～
２
週
間
で
重
点

的
に
行
う
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

け
し
を
除
去

○�

宮
ノ
浦
・
横
防
・
文
教
地

区
で
各
１
カ
所
、
積
浦
で

２
カ
所
、
合
計
で
２
５
０

本
を
除
去
し
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

○�
４
月
29
日
～
５
月
５
日　

海
の
駅
で
、
う
ぃ
・
ら

ぶ
・
な
お
し
ま
の
「
エ
コ

Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
」
が

開
催
さ
れ
、
89
点
の
出
品

に
１
４
７
５
人
の
投
票
が

あ
っ
た
。

大きくなって帰っておいで

直島港ターミナル平面図
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最
後
ま
で
緊
張
感
を�

�

も
っ
て
処
理
す
る

　

５
月
18
日
、
香
川
県
か
ら

大
山
環
境
森
林
部
長
ほ
か
、

町
か
ら
濵
中
町
長
、
担
当
課

活性化対策特別
浜口 委員長

豊島廃棄物処理
最終年度に入る

活性化対策特別委員会風景

　

昨
年
度
に
説
明
し
た
溶
融

炉
内
の
酸
素
濃
度
を
高
め
る

「
酸
素
富
化
」
は
期
待
し
て

い
た
約
１
割
の
処
理
量
ア
ッ

プ
の
効
果
が
得
ら
れ
、
処
理

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
残

存
廃
棄
物
は
４
月
に
レ
ー

ザ
ー
測
量
を
実
施
し
て
お

り
、
現
在
推
計
作
業
中
で
あ

る
。
直
島
町
の
受
入
れ
４
条

件
を
再
度
肝
に
命
じ
て
最
後

ま
で
緊
張
感
を
も
っ
て
処
理

を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
豊
島
廃
棄
物
処

理
事
業
の
実
施
状
況
、
中
間

処
理
施
設
等
の
後
利
用
検
討

会
に
つ
い
て
、
町
に
対
す
る

産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
補
助

な
ど
県
担
当
者
か
ら
説
明�

を
受
け
、
質
疑
に
入
り
ま
し

た
。

（
主
な
質
疑
）

Q
　

豊
島
産
廃
処
理
完

了
後
、
中
間
処
理
施

設
の
引
渡
し
時
期
は
い
つ
頃

に
な
る
か
。

A
　

溶
融
炉
の
撤
去
や

そ
の
後
の
清
掃
な
ど

問
題
も
出
て
く
る
と
思
う
。

ど
の
程
度
の
時
間
が
か
か
る

か
は
内
部
で
検
討
し
て
い
る
。

Q
　

漁
業
の
風
評
被
害

に
対
す
る
５
億
円
の

補
償
の
期
限
は
い
つ
ま
で
か
。

A
　

当
初
の
覚
書
の
な

か
に
、
中
間
処
理
の

撤
去
が
完
了
す
る
ま
で
の

間
、
ま
た
は
、
譲
渡
す
る
場

合
は
譲
渡
が
完
了
す
る
ま
で

の
間
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　

処
理
完
了
後
、
ス

ラ
グ
陶
芸
体
験
工
房

の
存
続
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

A
　

製
錬
所
の
ス
ラ
グ

が
利
用
で
き
る
か
検

討
し
て
み
る
。

　

な
ど
活
発
に
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
終
わ
り
に
、
委
員

長
か
ら
、
豊
島
廃
棄
物
処
理

完
了
ま
で
、
さ
ら
に
緊
張
感

を
も
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
処
理
完
了
後
の
施

設
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

は
、
当
事
者
間
が
納
得
の
い

く
よ
う
に
十
分
検
討
さ
れ
た

い
と
お
願
い
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。

完了後の有効利用を!!

長
ほ
か
が
出
席
し
、
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
山
部
長
か
ら
、
こ
の
事

業
も
処
理
開
始
以
来
12
年
８

カ
月
、
い
よ
い
よ
最
終
年
度

に
入
っ
た
。

（
委
員
会
リ
ポ
ー
ト
の
つ
づ
き
）
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松島 議員

３人が町政を問う
一 般 質 問

〔町長〕活動が低調でメリットが大きくない

県の「ゴールドプロジェクト」に参画を

直島製錬所全景

　

県
と
Ｊ
Ｒ
四
国
は
昨
年
か

ら
、
に
ぎ
わ
い
創
出
策
と
し

て
『
ゴ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
』
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。
こ
れ
は
金
ぴ
ら

さ
ん
の
金
に
ち
な
ん
で
、
金

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
活
動

展
開
で
、
具
体
的
に
は
金
箔

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
・
金
箔
う

ど
ん
の
販
売
な
ど
。
直
島
は

日
本
屈
指
の
金
製
造
工
場
が

あ
る
町
だ
。
そ
こ
で
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
積
極
的
に
参

画
し
て
更
な
る
知
名
度
ア
ッ

プ
、
ア
ー
ト
に
加
え
た
集
客

の
受
け
皿
作
り
と
『
ア
ー
ト

だ
け
じ
ゃ
な
い
ョ
』
と
い
う

ア
ピ
ー
ル
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。
同
実
行
委
で
は
金
沢

金
箔
を
使
っ
て
い
る
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
よ
う
だ
が
『
直
島

ゴ
ー
ル
ド
』
を
使
っ
て
い
る

と
Ｐ
Ｒ
変
更
を
是
非
求
め
る

べ
き
と
考
え
る
。
既
に
海
の

駅
で
は
金
箔
焼
酎
の
販
売
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
何
故
金

箔
入
り
な
の
か
の
説
明
力
に

乏
し
い
。
金
生
産
の
町
を
前

面
に
打
ち
出
し
説
得
力
を
増

す
べ
き
。
製
錬
所
と
綿
密
な

協
議
の
う
え
、
ど
ん
な
協
力

が
得
ら
れ
、
ど
ん
な
展
開
が

可
能
か
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
元
Ｊ
Ｒ

社
長
の
提
唱
で
県
や
Ｊ
Ｒ
四

国
、
琴
平
町
な
ど
で
構
成
。

金
刀
比
羅
宮
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
製
錬
所
も
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
に
手
弁
当
で
協
力
し
た
経

過
も
あ
る
が
予
算
不
足
も
あ

り
活
動
が
低
調
で
あ
る
こ
と

か
ら
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
な

い
。
海
の
駅
の
金
箔
焼
酎
は

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
が
な

い
か
観
光
協
会
と
相
談
し
て

検
討
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
離
れ
て
直
島
独
自
の

『
ゴ
ー
ル
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
』

と
し
て
の
切
り
口
で
県
と
共

同
歩
調
の
中
で
金
の
町
で
あ

る
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出
せ

な
い
か
。

A
（
町
長
）
金
が
直
島

の
特
産
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
県
と
も
相
談
の
う

え
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
。

　

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
。
金
銀
銅
を
製
造
す
る

ゴ
ー
ル
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し

て
世
界
に
発
信
し
て
は
。

A
（
町
長
）オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
メ
ダ
ル
と
同
じ
色

の
金
銀
銅
の
島
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

三菱ゴールド
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井下 議員

〔町長〕支援策の充実は急務だ

移住・定住対策の具体策は

　

県
議
会
２
月
定
例
会
の
代

表
質
問
に
お
い
て
「
移
住
・

定
住
対
策
で
の
市
町
と
の
連

携
の
具
体
策
は
」
と
の
質
問

に
対
し
、
知
事
は
「
移
住
者

受
入
れ
支
援
の
た
め
の
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
や
移
住
者
起

業
支
援
な
ど
、
総
合
的
な
環

境
整
備
や
移
住
専
門
誌
な
ど

に
よ
る
情
報
提
供
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
本
年
度
県
内
全

市
町
と
連
携
し
、
民
間
賃
貸

住
宅
の
家
賃
等
の
助
成
制
度

や
、
市
町
が
行
う
移
住
者
向

け
の
住
宅
整
備
に
対
す
る
助

成
制
度
を
創
設
す
る
」
と
答

弁
し
て
い
る
。

　

移
住
・
定
住
に
力
を
入
れ

て
い
る
当
町
に
、
連
携
を
含

め
県
の
政
策
を
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
て
い
く
か
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

　

併
せ
て
、
移
住
者
起
業
支

援
に
関
連
し
て
、
以
前
質
問

し
た
「
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘

致
」
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
本
町
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
へ
の
対
策
に
、
移
住

支
援
策
の
充
実
は
急
務
だ
。

　

県
と
連
携
し
て
町
で
は
今

年
４
月
か
ら
「
移
住
促
進
家

賃
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
施

行
し
、
費
用
の
一
部
を
24
カ

月
間
助
成
す
る
。
ま
た
、
今

年
度
建
設
す
る
京
ノ
山
の
住

宅
整
備
か
ら
補
助
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
し
、
今

年
度
中
に
検
討
を
進
め
「
住

宅
基
本
計
画
」を
策
定
す
る
。

　

さ
ら
に
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
制
度
の
交
渉
成
立
が

３
件
あ
り
、
現
在
協
議
中
の

も
の
も
含
め
、
今
後
も
改
修

制
度
や
移
住
者
起
業
支
援
事

業
等
を
う
ま
く
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
「
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
」

は
現
在
慎
重
に
検
討
し
て
い

る
が
、
ど
こ
の
市
町
村
も
同

様
の
検
討
を
し
て
お
り
、
本

町
が
他
の
市
町
村
よ
り
有
利

で
魅
力
が
あ
る
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
計
画
的
か
つ

戦
略
的
な
誘
致
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
。

「
観
光
直
島
」�

�

特
産
品
の
将
来
性
は

　

現
在
の
「
海
の
駅
楽
市
」

の
み
や
げ
物
は
、
直
島
産
天

日
塩
「
ソ
ラ
シ
オ
」
以
外
そ

の
多
く
が
島
外
商
品
で
あ
る
。

　

数
年
前
か
ら
現
状
改
善
す

べ
く
「
特
産
品
開
発
専
門
部

会
」
を
観
光
協
会
内
に
設
置

検
討
し
た
が
、
成
果
な
く
今

に
至
っ
て
い
る
。

　
「
観
光
直
島
」
の
将
来
を

考
え
る
な
ら
ば
小
手
先
で
は

な
く
、
新
し
く
会
社
を
立
ち

上
げ
る
く
ら
い
で
な
い
と
実

現
は
む
ず
か
し
い
。
楽
市
特

産
品
取
扱
い
の
基
本
方
針
の

目
的
に
「
地
場
産
品
の
振
興

と
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま

た
、
直
島
ら
し
い
特
産
品
の

販
売
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
直
島
ブ

ラ
ン
ド
を
醸
成
す
る
」
と
あ

る
。

　

直
島
ら
し
い
特
産
品
と
は

何
か
。
ど
う
や
っ
て
直
島
ブ

ラ
ン
ド
を
醸
成
す
る
か
。
直

島
み
や
げ
の
将
来
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

A
（
町
長
）
こ
こ
数
年

み
や
げ
物
や
特
産
品

の
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
多
く
が
島
外
商
品
で
あ

り
、
新
た
に
直
島
独
自
の
特

産
品
を
開
発
し
定
着
さ
せ
る

こ
と
の
必
要
性
も
十
分
認
識

し
て
い
る
。

　
「
特
産
品
開
発
専
門
部
会
」

は
平
成
28
年
度
の
観
光
協
会

の
事
業
計
画
で
再
検
討
し
強

化
す
る
。

　

ど
う
す
れ
ば
直
島
ら
し
い

魅
力
あ
る
特
産
品
が
開
発
で

き
る
か
、
町
・
観
光
協
会
・

事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を

担
っ
て
幅
広
く
検
討
し
て
い

き
た
い
。

受付が始まった移住体験住宅（宮ノ浦）

海の駅楽市のみやげ物
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西岡 議員

〔町長〕順次行う

道路の補修は

　

町
内
の
道
路
に
亀
裂
や
凸

凹
が
み
ら
れ
、
歩
い
て
い
る

人
が
つ
ま
ず
い
た
り
、
自
転

車
・
バ
イ
ク
の
人
が
危
険
を

感
じ
た
と
い
う
話
を
聞
く
。

　

道
路
の
傷
み
が
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
み
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
能
見
の
海
岸
道
路

が
破
損
し
て
い
る
。
ま
た
幼

児
学
園
付
近
の
県
道
の
歩
道

に
も
一
部
が
道
路
側
に
傾
斜

し
て
お
り
、
歩
行
者
が
歩
き

に
く
い
と
の
話
も
耳
に
す�

る
。

　

町
民
が
安
心
安
全
に
生
活

で
き
る
、
道
路
の
補
修
整
備

が
必
要
と
思
う
が
。

A
（
町
長
）
町
道
の
舗

装
等
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
に
道
路

ス
ト
ッ
ク
総
点
検
業
務
を
実

施
し
、
路
面
性
状
の
状
態
の

測
定
を
行
っ
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き

各
路
線
の
区
間
ご
と
に
、
状

態
を
数
値
化
し
、
悪
い
箇
所

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
今
年

度
よ
り
順
次
、
舗
装
工
事
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

例
示
さ
れ
た
能
見
の
道
路

に
つ
い
て
は
、
一
部
、
平
成

28
年
度
当
初
予
算
に
計
上

し
、
今
年
度
事
業
と
し
て
予

定
し
て
い
る
。

　

小
規
模
な
修
繕
等
に
つ
い

て
は
、予
算
の
範
囲
内
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。気
が

付
い
た
箇
所
が
あ
れ
ば
担
当

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

　

県
道
に
つ
い
て
は
、
修
繕

等
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
町
か

ら
高
松
土
木
事
務
所
に
要
望

し
た
い
と
考
え
て
お
り
こ
ち

ら
に
つ
い
て
も
、
随
時
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。

亀裂の入った道路

前向きかどうかわからん!!
つり公園の管理をベネッセに委託する問題は現
在どうなっているのか。
� （平成27年３月定例会　浜口議員）

答　弁

協議は継続して行っているが、研修施設が
完成してからにしてほしいと言われた。
� （濵中町長）

その後

　つり公園はベネッセの土地なので委
託先はベネッセが一番良いと考えてい
る。
　建設予定の研修施設が完成してから
一体的な管理ができないか考えたいと
言われている。
　前向きに考えてくれるかどうかはわ
からないが期待はしている。
� （平成28年３月定例会　濵中町長）

このコーナーは、議員が以前に一般質問や委
員会などで質問した問題が、その後どうなっ
ているかを追跡してお知らせします。

つり公園の管理は
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ち
ょ
っ
と
前
に
正
月
気

分
だ
っ
た
の
に
、
気
が
つ

く
と
早
や
６
月
。
う
っ
と

う
し
い
梅
雨
に
入
り
、
テ

ン
シ
ョ
ン
も
下
が
り
ぎ
み
。

　

４
月
14
日
、
熊
本
地
方

を
震
源
と
す
る
大
地
震
。

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、

東
日
本
大
震
災
を
思
い
出

し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
、
お
見
舞
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
７
月
は

日
本
に
と
っ
て
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
参
議
院
選
挙
。
ま

た
、
世
界
規
模
で
は
リ
オ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ

る
。
夜
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ

を
見
て
寝
不
足
に
な
る
人

も
い
る
の
で
は
。
ス
ト
レ

ス
を
溜
め
な
い
で
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
日

本
選
手
を
応
援
し
つ
つ
、

テ
ン
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。�（
小
野
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
蓬　
　

清
二

委
員
長
　
井
下　

良
雄

副
委
員
長
　
石
川　

知
久

委
　
員
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
浜
口　

敏
夫

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

　
〃
　
　
丸
山　

義
朗

　
〃
　
　
小
林　

眞
一

編
集
後
記

Q　

最
後
に
、
読
者
の
皆
さ

ん
に
グ
ル
ー
プ
の
Ｐ
Ｒ
を
ど

う
ぞ
。

（
汐
）　
「
歌
う
」
と
い
う
こ

と
は
認
知
症
予
防
に
と
て
も

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
昔

の
乙
女
」
の
皆
さ
ん
、
若
草

コ
ー
ラ
ス
で
ご
一
緒
に
歌
い

ま
せ
ん
か
。

　

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
「
昔
の
乙
女
」

で
町
内
に
す
ば
ら
し
い
笑
顔

と
歌
声
を
と
ど
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（
村
）　

い
つ
も
10
人
以
上

集
ま
り
ま
す
よ
。

Q　

い
つ
頃
発
足
し
ま
し
た

か
。
今
ま
で
に
町
内
外
の
ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
出
演
さ

れ
ま
し
た
か
。

（
汐
）　

発
足
は
昭
和
51
年

で
、
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー

ラ
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
頃
は
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
に
も
出
て
い
た
ん
で

す
よ
。平
成
６
年
頃
か
ら
は
、

主
に
童
謡
や
唱
歌
を
歌
う
今

の
形
に
な
り
、
出
演
は
文
化

協
会
の
芸
能
大
会
と
町
の
敬

老
会
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

Q　

今
ま
で
に
思
い
出
に
残

る
出
来
事
な
ど
は
。

（
村
）　

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直

島
へ
慰
問
に
行
っ
て
、
入
所

者
の
方
々
が
笑
顔
に
な
っ
て

く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

Q　

今
後
の
活
動
の
予
定
や

目
標
な
ど
は
。

（
三
）　

今
の
元
気
を
保
つ

の
が
目
標
な
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
は
「
今
日
が
一

番
若
い
！
」
を
合
い
言
葉
に

が
ん
ば
り
ま
す
。

練
習
は
い
つ
、
ど
こ
で
行
っ

て
い
ま
す
か
。

（
汐
）　

登
録
メ
ン
バ
ー
は

20
人
で
す
。
月
に
１
度
、
主

に
土
曜
日
の
午
前
中
に
、
西

部
公
民
館
の
卓
球
室
で
練
習

し
て
い
ま
す
。

Q　

１
番
若
い
方
は
何
歳

で
、
１
番
ご
高
齢
の
方
は
何

歳
で
す
か
。

（
三
）　

そ
れ
は
秘
密
で
す
。

全
員
、
昔
の
乙
女
だ
と
お
答

え
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Q　

皆
さ
ん
お
忙
し
い
方
た

ち
ば
か
り
と
思
い
ま
す
が
、

練
習
日
は
い
つ
も
何
人
く
ら

い
集
ま
り
ま
す
か
。

　
「
♪
瀬
戸
は
日
暮
れ
て
夕

波
小
波
…
…
♬
」
初
夏
に
小

鳥
が
さ
え
ず
る
よ
う
な
、

若
々
し
い
明
る
い
歌
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

　

今
回
取
材
に
行
か
せ
て
い

た
だ
い
た
の
は
「
若
草
コ
ー

ラ
ス
」
の
皆
さ
ん
方
で
す
。

代
表
の
汐
瀬
典
子
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
伴
奏
の
三
宅
幸
子
さ

ん
、
村
尾
久
美
子
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

今
日
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
ま
ず
「
若
草

コ
ー
ラ
ス
」
は
何
人
で
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

若草コーラス

「今日が一番若い！」�
　� 　　を合い言葉に


